
スマート農業の普及へ
スマート農業の普及へ

発行／河 南 町 議 会
編集／広報常任委員会
発行／河 南 町 議 会
編集／広報常任委員会

令和５年９月定例会議令和５年９月定例会議

これが聞きたいねん一般質問 ほかこれが聞きたいねん一般質問 ……Ｐ７～ 15 ほか

令和５年度決算 ……………………Ｐ２～４令和５年度決算 ……………………Ｐ２～４

ドローンを使った薬剤散布

ドローンを使った薬剤散布
（詳しくは、裏表紙。）

（詳しくは、裏表紙。）

補正予算 審議 ……………………Ｐ５補正予算 審議 ……………………Ｐ５

2023.122023.12No.161No.161



2河南町議会だより　2023. 12. 1　No.161

決
算
審
査

予算 ・決算常任委員会予算 ・決算常任委員会決算審査決算審査
令和４年度の決算審査は、９月６日・７日の２日間で行いました。令和４年度の決算審査は、９月６日・７日の２日間で行いました。

　主な質疑は、次のとおりです。特別会計や企業会計の決算額は、表１（特　主な質疑は、次のとおりです。特別会計や企業会計の決算額は、表１（特

別会計・企業会計の決算状況）をご覧ください。別会計・企業会計の決算状況）をご覧ください。

問　

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
向
け
た
課

題
と
町
の
取
り
組
み
は
。

答　

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
創

出
が
今
後
の
課
題
。
町
も
、
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
復
活
す
る
が
、
各

地
域
や
自
治
会
な
ど
の
充
実
強
化
に

支
援
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

前
年
の
令
和
３
年
度
は
半
額
で
、

令
和
４
年
度
は
地
域
創
生
臨
時
交
付

金
を
活
用
し
て
給
食
費
を
完
全
無
償

化
に
し
た
が
、
こ
れ
に
対
す
る
評
価

と
課
題
は
。

答　

学
校
給
食
費
の
無
償
化
は
継
続

し
た
い
と
い
う
考
え
で
あ
り
、
学
校

給
食
会
計
を
公
会
計
化
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
完
全
無
償
化
を
進
め
て
い
く

形
で
教
育
委
員
会
と
も
調
整
を
し
て

い
る
。

問　

歳
入
歳
出
の
差
し
引
き
で
は
、

２
億
９
千
万
円
の
黒
字
と
な
っ
て
い

る
。
基
金
は
全
体
で
30
億
１
８
０
０

万
円
で
あ
り
、
２
億
円
ほ
ど
増
加

（
６
・
８
％
増
）
し
て
い
る
。
一
方
で

借
金
で
あ
る
地
方
債
は
、
５
億
６
千

万
円
程
度
減
少
し
て
い
る
が
、
町
の

財
政
評
価
は
。

答　

令
和
４
年
度
の
決
算
は
黒
字
で

あ
り
、
基
金
が
増
加
し
地
方
債
残
高

が
減
少
し
て
い
る
の
は
、
健
全
な
方

向
に
は
向
か
っ
て
い
る
と
判
断
し
て

い
る
。
大
き
な
事
業
が
一
段
落
し
た

こ
と
も
あ
り
、
将
来
に
向
か
っ
て
歳

出
を
抑
制
し
た
結
果
と
い
え
る
。

問　

基
金
は
ど
の
よ
う
に
運
用
し
活

用
し
て
い
く
の
か
。

答　

教
育
・
子
育
て
基
金
の
ほ
う
に

積
立
て
し
、
教
育
無
償
化
、
学
校
教

育
の
施
設
整
備
に
今
後
充
て
て
い
く

予
定
だ
が
、
給
食
費
も
こ
こ
か
ら
捻

出
し
、
恒
久
化
を
図
り
た
い
。

問　

５
市
２
町
１
村
で
構
成
す
る
大

阪
南
消
防
広
域
化
に
よ
っ
て
、
今
後
、

消
防
署
運
営
の
在
り
方
が
ど
の
よ
う

に
変
わ
る
の
か
、
ま
た
、
そ
の
負
担

額
な
ど
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
。

答　

消
防
の
広
域
化
に
よ
っ
て
、
全

体
的
な
対
応
は
今
ま
で
よ
り
も
強
固

に
な
る
と
考
え
て
お
り
、
20
年
間
で

４
千
万
円
程
度
の
効
果
も
見
込
ん
で

い
る
。
町
の
負
担
額
が
大
き
く
増
加

す
る
こ
と
は
な
い
。
ま
た
、
組
合
と

な
る
の
で
、
議
員
の
代
表
、
市
町
村

長
も
１
構
成
員
と
な
り
、
意
見
を
述

べ
る
機
会
が
生
ま
れ
る
。

問　

農
業
対
策
の
課
題
と
対
策
は
。

答　

耕
作
放
棄
地
が
増
加
し
て
い
る

事
実
は
認
識
し
て
い
る
。
後
継
者
の

問
題
が
一
番
大
き
い
の
で
、
農
業
で

生
計
が
成
り
立
つ
方
法
も
含
め
て
考

え
て
い
く
。
国
の
政
策
に
合
わ
せ
、

新
し
い
就
農
者
へ
の
全
面
的
な
支
援

も
行
い
た
い
。

問　

町
民
税
は
、
個
人
も
法
人
で
も

増
加
し
て
い
る
が
、
そ
の
要
因
は
。

答　

個
人
の
町
民
税
の
増
加
は
、
分

離
課
税
の
一
般
株
式
譲
渡
所
得
で
大

幅
な
増
が
あ
っ
た
こ
と
が
要
因
で
、

法
人
町
民
税
は
、
年
に
よ
っ
て
増
減

が
激
し
い
が
、
令
和
４
年
度
は
、
大

き
く
増
加
し
て
い
る
事
業
所
が
あ
っ

た
。

問　

町
債
が
前
年
度
と
の
比
較
で
２

億
６
千
万
円
減
少
し
た
要
因
は
。

答　

大
き
い
事
業
と
し
て
、
前
年
度

に
防
災
行
政
無
線
の
整
備
工
事（
約

２
億
円
）を
実
施
し
て
、
そ
れ
に
起

債
を
借
り
て
い
た
が
、
令
和
４
年
度

に
つ
い
て
は
、
そ
の
分
の
事
業
費
が

な
く
な
っ
た
こ
と
が
主
な
要
因
で
あ

る
。

問　

保
育
士
の
処
遇
改
善
の
た
め
に

補
助
金
が
出
て
い
る
が
、
一
方
、
こ

ど
も
園
の
保
育
士
が
３
人
減
と
な
っ

て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

答　

補
助
金
は
保
育
士
個
人
に
交
付

金
と
し
て
納
入
さ
れ
て
お
り
、
園
児

数
の
減
少
に
伴
い
、
保
育
士
も
３
人

減
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

問　

ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
の
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
に
対
し
て
、
１
５
８
万
円
。

自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
で
は
、
４
千
万
円

ほ
ど
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
ク

ラ
ウ
ド
化
に
よ
っ
て
効
果
的
な
評
価

は
。

答　

ク
ラ
ウ
ド
化
の
効
果
と
し
て
は
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
面
が
よ
り
強
固
に

な
り
、
災
害
時
の
リ
ス
ク
も
な
く
な

っ
た
こ
と
。
ま
た
庁
舎
内
で
シ
ス
テ

ム
対
応
し
て
た
頃
と
比
較
し
、
費
用

が
減
少
し
た
こ
と
で
あ
る（
令
和
４

年
度
の
決
算
で
は
、
電
算
経
費
全
体

で
４
３
０
０
万
円
ほ
ど
平
成
29
年
か

ら
減
額
）。

問　

在
宅
給
食
サ
ー
ビ
ス
で
１
１
０

万
円
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
給
食
サ

ー
ビ
ス
で
何
件
登
録
さ
れ
、
実
績
を

ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
の
か
。

答　

在
宅
給
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
委
託

料
に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
度
は
23

人
が
利
用
し
て
い
る
。
通
算
の
延
べ

の
食
数
は
、
２
２
１
３
食（
平
日
の

昼
食
）で
あ
り
、
配
食
時
に
見
守
り

総
括
質
疑
（
町
長
の
所
感
）

議
会
費
・
総
務
費

民
生
費
・
衛
生
費

歳
入 

67
億
９
９
２
３
万
円

歳
出 

65
億
８
８
７
万
円

一 

般 

会 

計
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問　

農
業
の
次
世
代
人
材
に
対
す
る

所
得
補
償
で
、
１
４
０
０
万
円
ほ
ど

計
上
し
て
い
る
が
、
そ
の
受
給
者
は
。

答　

令
和
３
年
度
か
ら
の
継
続
が
４

人
、
令
和
４
年
度
か
ら
新
規
が
、
５

組
の
６
人
、
計
10
人
。

問　

森
林
環
境
譲
与
税
で
、
大
き
く

影
響
す
る
と
さ
れ
る
町
の
林
業
の
就

業
者
数
と
私
有
林
人
工
林
面
積
は
。

答　

林
業
就
業
者
数
は
12
件
で
あ
り
、

私
有
林
人
工
林
面
積
は
６
３
１
ha
と

な
っ
て
い
る
。

問　

道
路
維
持
改
修
工
事
は
、
ど
の

よ
う
な
手
順
を
踏
ん
で
改
修
す
る
の

か
。

答　

道
路
の
維
持
に
つ
い
て
は
、
職

員
に
よ
る
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
、
地
元

の
人
か
ら
の
通
報
を
受
け
て
、
我
々

が
現
場
に
赴
い
て
診
断
を
行
っ
て
い

る
。
そ
の
後
、
そ
の
規
模
や
範
囲
、

緊
急
性
を
判
断
し
て
、
財
源
を
確
保

し
工
事
を
行
う
。

問　

大
宝
・
さ
く
ら
坂
路
面
性
状
調

査
の
実
施
結
果
と
今
後
の
舗
装
工

事
・
改
修
計
画
は
。

も
兼
ね
て
い
る
。

問　

子
ど
も
医
療
費
助
成
で
７
８
３

万
４
千
円
と
あ
る
が
、
人
数
的
な
こ

と
は
把
握
し
て
い
る
の
か
。

答　

人
数
は
２
万
１
５
２
９
件
で
あ

り
、
１
４
０
０
件
ほ
ど
増
加
し
て
い

る
。

問　

こ
ど
も
園
の
給
食
調
理
業
務
委

託
と
し
て
２
３
０
０
万
円
計
上
さ
れ

て
い
る
が
、
委
託
に
よ
る
業
務
改
善

効
果
は
。
献
立
や
カ
ロ
リ
ー
の
管
理
、

配
膳
ま
で
含
め
て
委
託
さ
れ
て
い
る

の
か
。

答　

献
立
と
か
の
栄
養
管
理
は
、
町

の
栄
養
士
が
献
立
を
立
て
て
カ
ロ
リ

ー
計
算
し
て
メ
ニ
ュ
ー
を
作
っ
て
い

る
。
委
託
は
調
理
の
み
で
、
教
室
へ

は
栄
養
士
が
配
膳
し
て
い
る
。

問　

人
材
派
遣
委
託
料
の
人
材
と
は
、

ど
の
よ
う
な
人
材
な
の
か
。

答　

栄
養
士
と
保
育
教
諭
を
募
集
し

た
が
、
直
接
雇
用
で
き
な
か
っ
た
為
、

派
遣
で
雇
用
し
た
も
の
。

問　

粗
大
ご
み
に
対
す
る
取
り
組
み

で
、
高
齢
の
独
り
暮
ら
し
へ
の
助
成

制
度
な
ど
、
フ
ォ
ロ
ー
を
す
る
よ
う

な
取
り
組
み
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　

将
来
的
に
は
各
戸
収
集
の
実
現

に
向
け
て
検
討
し
て
い
る
が
、
有
料

化
で
の
収
集
と
な
り
、
検
討
に
時
間

を
要
し
て
い
る
。

答　

現
在
、
事
業
費
等
々
の
平
準
化

も
含
め
て
最
終
的
な
詰
め
を
行
っ
て

お
り
、
計
画
が
固
ま
り
次
第
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
す
る
予
定
で

あ
る
。
実
施
は
、
国
費
な
ど
の
財
源

を
確
保
し
な
が
ら
、
順
次
進
め
た
い
。

な
お
、
路
面
性
状
測
定
車
で
は
道
路

の
ひ
び
割
れ
、
わ
だ
ち
な
ど
を
画
像

解
析
に
よ
っ
て
数
値
化
し
、
そ
れ
に

よ
っ
て
優
先
順
位
を
決
定
し
て
い
る

問　

空
き
家
か
ら
伸
び
て
く
る
樹
木

の
対
応
は
。

答　

通
報
が
入
っ
た
場
合
は
、
空
き

家
の
所
有
者
を
調
べ
て
、
文
書
を
添

え
た
上
で
通
知
し
て
い
る
。

問　

防
災
行
政
無
線
保
守
点
検
委
託

料
と
し
て
２
７
７
万
円
計
上
し
て
い

る
が
、
防
災
無
線
が
デ
ジ
タ
ル
化
さ

れ
た
翌
年
に
保
守
点
検
が
必
要
な
の

か
。
そ
れ
は
法
的
に
決
ま
っ
て
い
る

の
か
。

答　

毎
月
行
う
点
検
と
年
間
に
１
回

行
う
機
器
点
検
が
あ
り
、
そ
の
費
用

で
あ
る
。
法
的
に
決
ま
っ
て
い
な
い

が
、
万
が
一
稼
働
し
な
い
場
合
を
想

定
し
て
必
要
な
費
用
と
判
断
し
て
い

る
。

問　

図
書
館
の
図
書
購
入
冊
数
、
現

在
の
蔵
書
数
と
貸
し
出
し
数
、
利
用

者
数
は
。

答　

令
和
４
年
度
購
入
し
た
図
書
冊

数
は
、
２
６
２
５
冊
。
４
年
度
末
の

蔵
書
数
は
、
７
万
２
６
６
５
冊
と
な

っ
て
お
り
、
目
標
の
10
万
冊
を
目
指

し
て
い
る
。
令
和
４
年
度
の
貸
出
し

数
は
８
万
６
０
６
６
冊
で
、
利
用
者

は
１
万
９
９
５
４
人
と
な
っ
て
い
る

（
貸
し
出
し
数
は
昨
年
度
よ
り
７
％

増
、
利
用
者
数
は
７
・
９
％
増
）。

問　

給
食
の
総
食
数
や
１
食
当
た
り

の
原
価（
予
算
）、
残
食
率
、
ま
た
、

そ
の
処
分
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る

の
か
。

答　

総
食
数
は
20
万
２
８
４
７
食
で

あ
り
、
令
和
４
年
度
の
給
食
単
価
は

３
０
７
円
50
銭
で
あ
る
。
残
食
率
に

つ
い
て
は
11
％
で
あ
り
、
残
食
は
生

ご
み
処
理
機
で
液
体
化
し
て
処
理
し

て
い
る
。

問　

子
ど
も
・
子
育
て
基
金
が
１
億

５
千
万
ほ
ど
積
み
立
て
ら
れ
て
い
る

が
、
目
的
化
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　

給
食
の
無
償
化
を
含
め
て
、
未

来
に
発
生
す
る
で
あ
ろ
う
子
育
て
施

策
な
ど
の
財
政
需
要
に
対
し
て
積
立

て
て
い
る
。

問　

庁
舎
内
に
あ
る
、
り
そ
な
銀
行

の
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
設
置
は
、
今
後
も
継
続

さ
れ
る
の
か
。

答　

設
置
は
継
続
さ
れ
る
予
定
だ
が
、

約
１
５
４
万
円
の
負
担
金
が
必
要
で

あ
る
。

�

（
次
頁
へ
続
く
）

土
木
費
・
消
防
費

労
働
費
・
農
林
水

産
業
費
・
商
工
費

公
債
費
・
予
備
費

お
よ
び
財
産

教　

育　

費

会計名 歳入決算額 歳出決算額

特
別
会
計

企
業
会
計

国民健康保険

後期高齢者医療

介護保険

土地取得

下水道事業（収益的収支）

下水道事業（資本的収支）

１８億４，４１５万円 １８億４，３３２万円

３億２，５１４万円 ３億２，０２３万円

１７億４，４１２万円 １６億２，２６６万円

２３万円 ２３万円

４億１，４６９万円 ４億１，１８８万円

１億６，３１１万円 ２億８，０７１万円

【表１】
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一
般
質
問
（
個
人
）

決
算
審
査

答　

全
体
の
２
割
ぐ
ら
い
。

問　

不
能
欠
損
の
割
合
が
低
い
理
由

は
。

答　

年
金
か
ら
の
天
引
き
が
８
割
。

残
り
の
２
割
は
口
座
引
き
落
と
し
で
、

未
納
が
出
に
く
い
構
造
と
な
っ
て
い

る
。

問　

総
合
事
業
の
成
果
は
。

答　

サ
ー
ビ
ス
の
過
不
足
を
判
断
す

る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
訪
問
を
始
め
、
必

要
な
レ
ベ
ル
で
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
や
す
く
な
っ
た
。

問　

介
護
認
定
者
９
６
４
人
の
う
ち

在
宅
と
施
設
介
護
の
利
用
者
数
は
。

答　

居
宅
介
護
は
５
６
３
人
。
施
設

介
護
は
１
２
８
人
。
地
域
密
着
型
１

１
９
人
。

（
意
見
）基
金
を
使
わ
ず
黒
字
に
な
っ

て
い
る
。
上
乗
せ
・
横
出
し
の
サ
ー

ビ
ス
の
在
り
方
の
検
討
を
。
保
険
料

の
負
担
が
大
き
い
。
第
８
期
初
年
度

の
決
算
な
の
で
見
通
し
の
甘
さ
を
指

摘
し
て
お
く
。

問　

企
業
債
36
億
円
残
っ
て
い
る
。

返
済
計
画
は
立
て
て
い
る
の
か
。

答　

企
業
債
明
細
書
に
も
あ
る
よ
う

問　

不
能
欠
損
の
額
が
非
常
に
多
い

が
、
回
収
す
る
努
力
は
。

答　

財
産
調
査
し
て
差
し
押
さ
え
る

金
額
が
な
い
場
合
、
滞
納
処
分
で
２

年
間
停
止
。
そ
の
間
に
資
力
が
回
復

し
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
不
能
欠

損
と
な
る
。

問　

保
険
料
平
等
割
り
の
う
ち
、
０

歳
か
ら
15
歳
の
人
が
納
付
し
て
い
る

人
数
は
。

答　

平
等
割
り
は
一
世
帯
で
計
算
し

納
付
す
る
の
で
、
そ
の
年
の
人
数
は

分
か
ら
な
い
が
、
均
等
割
り
だ
と
２

４
０
人
。

問　

慢
性
的
な
疾
患
が
多
い
。
疾
病

の
予
防
医
療
と
い
う
観
点
か
ら
の
取

り
組
み
が
必
要
だ
。

答　

生
活
習
慣
の
改
善
や
高
血
圧
な

ど
治
療
し
て
い
な
い
人
へ
の
受
診
勧

奨
。
保
健
指
導
で
重
症
化
予
防
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

問　

保
険
料
が
２
割
負
担
に
な
っ
た

人
の
割
合
は
。

に
、
計
画
的
に
返
却
し
て
い
る
。
償

還
期
間
は
基
本
20
年
。

※
討
論
と
は
…
「
賛
成
」か「
反
対
」

か
、
自
ら
の
意
見
を
表
明
し
、
そ
の

理
由
な
ど
を
述
べ
る
こ
と
。

・
財
政
調
整
基
金
を
活
用
し
、
町
独

　

自
で
子
育
て
支
援
を
応
援
す
べ
き
。

・
全
体
の
保
険
料
は
毎
年
の
引
き
上

　

げ
で
負
担
は
大
き
い
。

・
受
診
控
え
を
懸
念
す
る
。

・�

負
担
増
を
避
け
る
た
め
繰
越
金
や

基
金
を
繰
り
入
れ
、
府
下
統
一
の

保
険
料
よ
り
下
げ
る
努
力
を
し
て

い
る
。

・�

被
保
険
者
の
健
康
保
持
に
向
け
、

特
定
健
診
を
指
導
し
て
い
る
。

・�

医
療
機
関
の
窓
口
支
払
い
は
、
所

得
に
応
じ
て
２
割
と
な
っ
た
。

・�

年
金
が
引
き
下
げ
ら
れ
ダ
ブ
ル
の

負
担
。

・�

現
役
世
代
と
高
齢
者
を
分
担
化
。

矛
盾
を
拡
大
さ
せ
る
制
度
の
見
直

し
を
。

・�

大
阪
府
内
の
医
療
水
準
を
考
え
た

保
険
料
を
定
め
、
公
平
な
給
付
。

・�

財
源
構
成
は
公
費
50
％
、
現
役
世

代
の
支
援
金
40
％
、
高
齢
者
保
険

料
10
％
。

・�

医
療
費
の
増
を
抑
え
る
た
め
健
康

寿
命
を
延
ば
す
事
業
を
実
施
。

・�

現
役
世
代
の
保
険
料
負
担
は
矛
盾

を
感
じ
る
。

・�

決
算
認
定
は
黒
字
に
も
か
か
わ
ら

ず
保
険
料
軽
減
の
取
り
組
み
は
不

十
分
。

・�

補
聴
器
購
入
へ
の
助
成
を
制
度
化

し
早
期
の
実
現
を
。

・�

第
８
期
事
業
計
画
の
取
り
組
み
が

始
ま
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
・
適

正
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

・�

総
合
事
業
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
適

正
化
で
、
急
激
な
保
険
料
の
値
上

が
り
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

特 
別 

会 

計

国
民
健
康
保
険

介 

護 

保 

険

後
期
高
齢
者
医
療

下 

水 

道 

事 

業

国
民
健
康
保
険

後
期
高
齢
者
医
療

介　

護　

保　

険

《
討
論
の
ポ
イ
ン
ト
》

●
反
対
（
力
武
議
員
）

●
反
対
（
力
武
議
員
）

●
反
対
（
力
武
議
員
）

◯
賛
成
（
浅
岡
議
員
）

◯
賛
成
（
河
合
議
員
）

◯
賛
成
（
福
田
議
員
）

議会だよりをアプリでも
　 読んでいただけます

スマホアプリ「マチイロ」で、
議会だよりを配信しています。
電車やバスなどの通勤・通学
時間や、ちょっとした空き時
間に、読んでいただけます。

※アプリは無料ですが、アプリのダウンロードや
　受信に通信料が発生する場合があります。

論討
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一
般
質
問
（
個
人
）

９
月
定
例
会
議 

補
正
予
算 

審
議

　

町
で
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
交
通
手

段
を
守
る
た
め
、
南
河
内
の
４
市
町
村

と「
富
田
林
市
、
太
子
町
、
河
南
町
及

び
千
早
赤
阪
村
地
域
公
共
交
通
活
性
化

協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
、
令
和
５
年
12

月
20
日
で
廃
止
と
な
る
バ
ス
路
線
を
、

い
か
に
存
続
さ
せ
る
か
な
ど
の
検
討
を

行
い
、
新
た
な
交
通
手
段
の
運
行
の
計

画
を
進
め
て
い
ま
す（
詳
し
く
は
、
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

　

町
議
会
に
お
い
て
も「
地
域
公
共
交

通
対
策
特
別
委
員
会
」を
設
置
し
、
国
・

府
へ
の
働
き
掛
け
な
ど
も
検
討
し
、
行

政
と
共
に
両
輪
と
な
っ
て
住
民
の
皆
さ

ん
に
安
心
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
努
め

ま
す
。

寛弘寺古墳公園法面復旧工事費寛弘寺古墳公園法面復旧工事費
※平成29年に崩れた東側は復旧で※平成29年に崩れた東側は復旧で
きている。今回崩れたのは南側できている。今回崩れたのは南側で
面積28㎡。このままにしておくと面積28㎡。このままにしておくと
崩落が進行するので復旧工事する。崩落が進行するので復旧工事する。

大宝三丁目東の町有緑地の法面復大宝三丁目東の町有緑地の法面復
旧工事費旧工事費
※大雨による法面の崩落14ｍの幅※大雨による法面の崩落14ｍの幅
で崩落した。原形復旧のため、法で崩落した。原形復旧のため、法
面保護や災害復旧工事を行う。面保護や災害復旧工事を行う。

〇民生費� １，２５２万９千円〇民生費� １，２５２万９千円
国・府補助金などの清算に伴う補国・府補助金などの清算に伴う補
助金返還金助金返還金
　　
〇商工費� ２，９４４万４千円〇商工費� ２，９４４万４千円
道の駅かなん拡張エリアの暫定利道の駅かなん拡張エリアの暫定利
用　駐車場整備工事費用　駐車場整備工事費
※道の駅の再編整備の将来スペー※道の駅の再編整備の将来スペー
スの部分を舗装。工事の区域は、スの部分を舗装。工事の区域は、
2,200㎡2,200㎡
舗装と駐車場整備を行う。新コン舗装と駐車場整備を行う。新コン
テンツ棟の部分は、更地のままでテンツ棟の部分は、更地のままで
舗装せずに砕石を入れる。舗装せずに砕石を入れる。

消防広域化に際し、現在の河南分消防広域化に際し、現在の河南分
署の土地、建物を新組合へ無償譲署の土地、建物を新組合へ無償譲
渡するために必要な用地の境界、渡するために必要な用地の境界、
地目、地積などを整理。費用は、地目、地積などを整理。費用は、

〇消防費　登記測量委託料〇消防費　登記測量委託料
� ６７万１千円� ６７万１千円

〇公共施設災害復旧費〇公共施設災害復旧費
� ３８１万４千円� ３８１万４千円

補正予算などの審議

◆令和５年度一般会計補正予算◆令和５年度一般会計補正予算
� ６，５５０万９千円…可決� ６，５５０万９千円…可決
主な内容は、令和５年６月２日の主な内容は、令和５年６月２日の
大雨災害による事業の復旧工事費大雨災害による事業の復旧工事費

〇農林水産業費� １１７万２千円〇農林水産業費� １１７万２千円
大雨により被害を受けた平石地区大雨により被害を受けた平石地区
町道安居線沿道の倒木伐採処理費町道安居線沿道の倒木伐採処理費

〇災害復旧費� １０１万５千円〇災害復旧費� １０１万５千円
農地農業用施設災害復旧資材　農農地農業用施設災害復旧資材　農
地や水路の災害復旧のための原材地や水路の災害復旧のための原材
料支給料支給
※災害復旧箇所14件の内、材料支※災害復旧箇所14件の内、材料支
給で対応３件、その他については給で対応３件、その他については
支給の申請なし。支給の申請なし。

町道安居線の災害復旧工事費…外町道安居線の災害復旧工事費…外
部発注で復旧工事部発注で復旧工事
※道路の災害復旧にかかる個所数※道路の災害復旧にかかる個所数
は11か所。緊急的に道路上の土砂は11か所。緊急的に道路上の土砂
などの撤去を必要とするところはなどの撤去を必要とするところは
予備費を充当。予備費を充当。
※その他は、職員で復旧工事にあ※その他は、職員で復旧工事にあ
たった。たった。

〇河川災害復旧費� ３００万円〇河川災害復旧費� ３００万円
準用天満川の法面の応急工事費準用天満川の法面の応急工事費

〇公共土木施設災害復旧費〇公共土木施設災害復旧費
� １，０００万円� １，０００万円

〇文教施設災害復旧費〇文教施設災害復旧費
� ６５万８千円� ６５万８千円

　６月２日の大雨の影響で、町内各所で被害が発生。道路が一時通

行止めになるなど、町内の生活に影響をもたらしました。議員も災

害現場を視察するなど奔走し、被害状況を確認。災害復旧のために、

議会で慎重審議が行われました。

～９月定例会議～

皆
さ
ん
の
交
通
手
段

「
金
剛
自
動
車
の
バ
ス

事
業
廃
止
」
を
受
け
て

消防の広域化で賄う。消防の広域化で賄う。
※３筆あり。明示完了済みが２筆。※３筆あり。明示完了済みが２筆。
修正が必要な地積のため、一緒に修正が必要な地積のため、一緒に
修正し、最終的には所有権を移転。修正し、最終的には所有権を移転。

〇消防費� ２８７万３千円〇消防費� ２８７万３千円
消防庁舎や車両の名称変更、その消防庁舎や車両の名称変更、その
他の初期費用他の初期費用
※柏原羽曳野藤井寺消防組合への※柏原羽曳野藤井寺消防組合への
加入に関する協議が始まる。加入に関する協議が始まる。
関係市町村（柏原市・羽曳野市・関係市町村（柏原市・羽曳野市・
藤井寺・富田林市・河内長野市・藤井寺・富田林市・河内長野市・
太子町・河南町・千早赤阪村）太子町・河南町・千早赤阪村）
目的…消防力の更なる充実に向け目的…消防力の更なる充実に向け
て行財政運営の効率化および基盤て行財政運営の効率化および基盤
強化を図るため。強化を図るため。

消防団員１人の退職に伴う退職報消防団員１人の退職に伴う退職報
償金（※本人の意思で退職。）償金（※本人の意思で退職。）

償還金で補助金などの返還金償還金で補助金などの返還金
※介護保険運営の財源は、第一号※介護保険運営の財源は、第一号
被保険者の保険料収入のほか、国・被保険者の保険料収入のほか、国・
府の支出金や支払交付金で成り立府の支出金や支払交付金で成り立
つ。国・府の支出金などは翌年度、つ。国・府の支出金などは翌年度、
前年度の実績額によって清算する。前年度の実績額によって清算する。
清算額の確定により、前年度の国・清算額の確定により、前年度の国・
府支出金などの返還を行う。府支出金などの返還を行う。

多機能端末機による印鑑登録証明多機能端末機による印鑑登録証明
書の交付にスマートフォンを利用。書の交付にスマートフォンを利用。
※個人番号カードを持ち歩くこと※個人番号カードを持ち歩くこと
なくコンビニで交付ができる。なくコンビニで交付ができる。

〇消防団員退職報償金〇消防団員退職報償金
� ３３万４千円� ３３万４千円

◆介護保険特別会計◆介護保険特別会計
� ３,９１６万９千円…可決� ３,９１６万９千円…可決

◆印鑑条例の一部を改正する条例◆印鑑条例の一部を改正する条例
� …可決� …可決
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一
般
質
問
（
個
人
）

全
員
協
議
会
・
審
議
結
果

南
河
内
２
町
１
村
未
来
協
議
会

南
河
内
２
町
１
村
未
来
協
議
会

全
員
協
議
会

全
員
協
議
会

　

９
月
８
日
に
開
催
し
た
全
員
協
議
会
で
は
、
５
月
に

設
置
さ
れ
た
「
南
河
内
地
域
２
町
１
村
未
来
協
議
会
」

の
中
間
の
ま
と
め
に
つ
い
て
、
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
全
員
協
議
会
の
内
容
を
抜
粋
し
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

南
河
内
地
域
２
町
１
村
未

来
協
議
会
は
、
太
子
町
、
河

南
町
お
よ
び
千
早
赤
阪
村
が

よ
り
連
携
し
、
共
同
で
行
財

政
改
革
や
公
民
連
携
、
更
な

る
広
域
連
携
に
取
り
組
む
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

①
専
門
人
材
の
確
保

②
公
共
施
設
の
最
適
配
置

③
自
主
財
源
の
確
保

④
地
域
活
性
化

⑤
事
務
の
共
通
化
・
共
同
化

⑥
地
域
の
未
来
予
測

⑦
合
併
全
国
事
例
の
研
究
・

　

分
析

問　

町
の
中
学
校
の
生
徒
数

が
２
０
２
０
年
か
ら
２
０
２

５
年
１
０
０
人
減
少
と
あ
る

が
、
２
０
２
３
年
で
の
中
学

生
の
生
徒
数
は
。

答　

４
１
０
人
。

問　

生
徒
数
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
は
、
２
０
２
５
年

に
３
３
７
人
に
な
る
と
あ
る
。

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
信
頼

性
が
少
な
い
。
正
確
な
デ
ー

タ
で
の
議
論
を
な
ぜ
し
な
い

の
か
。

答　

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

立
て
方
は
い
ろ
い
ろ
と
あ
る
。

今
回
は
こ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
で
説
明
が
あ
っ
た
。

問　

未
来
協
議
会
の
在
り
方

が
、
ど
こ
を
欠
点
に
し
て
い

る
の
か
。

答　

事
務
の
共
同
化
、
連
携

で
き
る
と
こ
ろ
は
、
で
き
る

部
分
か
ら
進
め
て
い
く
が
、

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
か

は
、
こ
れ
か
ら
の
協
議
を
進

め
て
い
く
中
で
検
討
し
て
い

く
。

問　

い
ろ
い
ろ
な
課
題
が
あ

る
が
、
そ
の
課
題
に
つ
い
て

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
化
は
、
さ
れ

て
い
る
の
か
。

答　

具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
、
決
ま
っ
て
い
な
い
。

今
は
課
題
の
抽
出
を
し
て
、

そ
れ
を
ど
う
す
る
の
か
を
協

議
し
て
い
る
。

問　

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
で
富
田

林
市
、
河
内
長
野
市
、
大
阪

狭
山
市
の
参
加
が
あ
っ
た
。

参
加
の
意
図
は
。

答　

広
域
連
携
を
考
え
た
時
、

２
町
１
村
だ
け
で
は
課
題
の

解
決
に
至
ら
な
い
部
分
も
生

じ
る
。
３
市
２
町
１
村
の
つ

な
が
り
も
考
え
た
方
が
良
い

と
い
う
こ
と
で
参
加
さ
れ
た

と
認
識
し
て
い
る
。

審
議
結
果件　　　　　　名

９月定例会議

　　　　　　　　各議員の表決
（○…賛成、●…反対、△…除斥、／…審議不参加、欠…欠席、－…議長）

河
合
　
英
紀

大
門
　
晶
子

佐
々
木
希
絵

　
谷
　
　
武

福
田
　
太
郎

力
武
　
　
清

中
川
　
　
博

浅
岡
　
正
広

髙
田
　
伸
也

松
本
　
四
郎

全会一致の可決・同意・認定議案

件　　　　　　名

河南町印鑑条例の一部を改正する条例の制定について

令和４年度河南町下水道事業会計決算認定について

令和５年度河南町一般会計補正予算 （第３号）

柏原羽曳野藤井寺消防組合への加入に関する協議について

令和５年度河南町介護保険特別会計補正予算 （第１号）

令和４年度河南町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について

令和４年度河南町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について

令和４年度河南町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

認　定

認　定

認　定

○

○

○

○

○

○

●

●

●○ ○ ○ － ○ ○ ○

○ ○ ○ － ○ ○ ○

○ ○ ○ － ○ ○ ○

令和４年度河南町一般会計歳入歳出決算認定について

令和４年度河南町土地取得特別会計歳入歳出決算認定について

審 　議　結　果審　議　結　果審　議　結　果

議会選出監査委員の選任について

《
話
し
合
わ
れ
た

《
話
し
合
わ
れ
た

��

主
な
内
容
》

主
な
内
容
》

太子町

河南町

千早赤阪村
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一
般
質
問
（
個
人
）

一
般
質
問
（
個
人
）

一
般
質
問
は
、
町
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
な
ど
に
つ
い
て
、

議
員
が
町
執
行
機
関
に
質
問
し
、
見
解
を
求
め
る
も
の
で
す
。

問 一須賀浄水場付近の通行の要因は

答 道路が冠水したため

力
武 

清 

議
員

問　

６
月
２
日
の
台
風
の
雨

量
は
ど
の
程
度
だ
っ
た
の
か
。

答　

平
石
観
測
局
で
、
最
大

１
時
間
雨
量
25
ミ
リ
、
最
大

24
時
間
雨
量
１
９
３
ミ
リ
。

問　

通
行
止
め
解
除
後
、
ど

の
よ
う
に
対
処
さ
れ
た
の
か
。

答　

道
路
冠
水
時
に
お
い
て

も
、
路
肩
が
明
確
に
な
る
よ

う
に
ポ
ス
ト
コ
ー
ン
を
設
置

し
、
水
路
へ
の
転
落
防
止
対

策
を
行
っ
た
。

問　

こ
の
一
帯
は
、
以
前
か

ら
よ
く
浸
か
る
と
の
指
摘
が

あ
る
。
抜
本
的
な
対
策
を
図

る
べ
き
で
は
。

答　

原
因
を
究
明
し
、
効
果

的
な
対
策
を
検
討
す
る
。

問　

近
年
５
年
間
の
地
区
毎

人
口
動
向
は
。

答　

石
川
地
区
59
人
２
・
７

％
増
、
白
木
地
区
２
２
５
人

９
・
４
％
減
、
河
内
地
区
２

７
４
人
７
・
５
％
減
、
中
村

地
区
２
５
７
人
９
・
１
％
減
、

大
宝
地
区
91
人
１
・
９
％
減

と
な
っ
て
い
る
。

問　

「
子
育
て
す
る
な
ら
河

南
町
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も

と
、
３
世
代
同
居
支
援
や
２

人
目
か
ら
保
育
料
無
償
、
学

校
給
食
費
無
償
化
、
子
ど
も

医
療
費
助
成
Ｕ
―
22
な
ど
の

施
策
効
果
と
検
証
は
。

答　

平
成
28
年
度
、
29
年
度

は
転
出
者
よ
り
転
入
者
が
多

く
な
り
、
令
和
４
年
度
は
７

人
増
と
な
っ
た
。

問　

庁
舎
東
側
を
通
る
府
道

沿
い
は
市
街
化
調
整
区
域
と

な
っ
て
い
る
。
町
の
発
展
に

と
っ
て
進
展
し
な
い
。
ど
の

よ
う
な
や
り
方
が
考
え
ら
れ

る
の
か
。

答　

府
の
指
定
を
受
け
て
小

売
店
舗
や
飲
食
店
、
事
務
所

お
よ
び
倉
庫
の
立
地
が
可
能
。

地
区
計
画
制
度
を
活
用
す
る

こ
と
で
、
工
場
や
商
業
施
設

の
立
地
が
可
能
と
な
っ
て
い

る
。

問　

３
０
９
号
線
沿
い
の
ス

ー
パ
ー
周
辺
も
町
の
発
展
に

欠
か
せ
な
い
沿
線
と
な
っ
て

い
る
。
現
状
ど
う
捉
え
て
い

る
。

答　

地
域
経
済
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
商
業
・
工
業
の
集

積
、
周
辺
環
境
に
配
慮
し
た

土
地
利
用
の
誘
致
を
図
る
地

域
と
し
て
い
る
。

問　

調
整
池
の
目
的
と
必
要

性
は
。

答　

開
発
行
為
に
よ
っ
て
減

少
し
た
浸
透
・
保
水
機
能
を

補
い
、
雨
水
配
水
を
一
時
的

に
た
め
て
、
河
川
へ
の
流
出

量
を
調
整
し
下
流
の
洪
水
被

害
の
発
生
を
防
止
す
る
も
の
。

問　

大
宝
二
丁
目
西
側
の
調

整
池
が
不
要
に
な
っ
た
後
の

利
活
用
は
。

答　

今
の
と
こ
ろ
具
体
的
な

利
用
計
画
は
な
い
。

問　

大
宝
地
区
公
民
館
西
側

の
盛
り
土
の
経
過
と
目
的
は
。

答　

土
地
区
画
整
理
事
業
の

際
に
取
得
し
、
公
民
館
お
よ

び
小
学
校
の
授
業
参
観
や
運

動
会
の
際
の
臨
時
駐
車
場
と

し
て
利
用
し
て
い
る
。

問　

市
街
地
内
で
一
等
地
で

あ
り
貴
重
な
町
民
の
財
産
で

あ
る
。
土
地
の
有
用
性
は
。

答　

活
用
面
は
今
後
引
き
続

き
検
討
し
て
い
く
。�

▲�大宝地区公民館西側の盛り土の経過と目的は。

▲�一須賀地区の道路など冠水することがある。�抜本的な
対策は無いのか。

ま
ち
づ
く
り
に
関
し
て

大
宝
地
区
住
宅

�

開
発
と
関
わ
っ
て
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一
般
質
問
（
個
人
）

備
蓄
品
を
避
難
者
に

ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
活
用
す
る

問
答

佐々木希絵 議員

▲�先生の不適切な指導へ根本的な解決策を！

問　

先
日
の
大
雨
の
際
に
、

避
難
所
に
避
難
さ
れ
た
人
で
、

足
が
不
自
由
な
た
め
に
、
床

に
横
に
な
る
こ
と
が
で
き
ず
、

椅
子
に
座
っ
て
一
晩
明
か
さ

れ
た
人
が
い
た
。
町
に
は
、

ダ
ン
ボ
ー
ル
で
作
れ
る
ベ
ッ

ド
の
備
蓄
も
あ
っ
た
は
ず
だ

が
、
こ
の
よ
う
な
時
に
有
効

活
用
で
き
な
い
か
。

答　

避
難
者
の
ニ
ー
ズ
に
応

じ
て
備
蓄
品
を
活
用
す
る
。

問　

災
害
が
来
た
時
に
慌
て

な
い
よ
う
、
平
時
に
マ
イ
防

災
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
（
防
災
行

動
計
画
表
）
や
避
難
所
へ
の

持
ち
物
リ
ス
ト
の
作
成
を
住

民
に
勧
め
て
は
。

答　

一
部
の
地
区
で
は
既
に

す
す
め
て
い
る
が
、
今
後
は

全
地
区
に
広
げ
る
。

問　

今
年
は
既
に
２
つ
の
災

害
が
発
生
し
、
過
去
に
土
砂

崩
れ
し
た
場
所
や
エ
リ
ア
で

再
度
崩
れ
る
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
た
。
町
で
は
、
道
路
の

土
砂
を
取
り
除
く
が
、
根
本

的
な
崩
れ
防
止
は
ほ
と
ん
ど

し
て
い
な
い
。
一
度
崩
れ
た

場
所
は
、
崩
れ
や
す
い
エ
リ

ア
と
認
識
し
、
土
砂
崩
れ
防

止
策
が
必
要
で
は
。

答　

府
が
急
傾
斜
地
崩
壊
防

止
工
事
を
進
め
て
い
る
。
事

業
が
早
期
に
完
了
す
る
よ
う

要
望
す
る
。

問　

町
主
催
の
防
災
訓
練
は

地
震
を
想
定
し
た
訓
練
が
多

い
が
、
実
際
に
は
風
水
害
や

土
砂
災
害
が
頻
発
し
て
い
る
。

現
実
に
即
し
た
形
に
シ
フ
ト

す
る
べ
き
で
は
。

答　

自
主
防
災
組
織
で
は
、

地
区
に
即
し
た
訓
練
を
実
施

し
て
い
る
所
も
あ
る
。
こ
れ

ら
の
取
り
組
み
を
全
地
区
に

広
げ
て
い
く
。

問　

多
目
的
運
動
場
の
野
球

場
は
照
明
込
み
で
１
回
１
万

円
以
上
料
金
が
か
か
る
が
、

石
川
ス
ポ
ー
ツ
公
園
だ
と
無

料
で
あ
る
な
ど
、
町
の
施
設

利
用
料
に
統
一
性
が
な
い
。

利
用
者
を
分
析
し
、
学
割
り
、

シ
ニ
ア
割
り
な
ど
、
個
々
の

事
情
に
応
じ
つ
つ
、
町
全
体

と
し
て
統
一
的
な
料
金
設
定

が
必
要
で
は
。

答　

学
割
り
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
の
状
況
に
応
じ
た
使
用
料

を
設
定
す
る
た
め
に
も
、
児

童
・
生
徒
の
使
用
状
況
を
把

握
し
て
研
究
す
る
。

問　

こ
れ
ま
で
教
育
現
場
で

の
先
生
に
よ
る
不
適
切
な
指

導
や
生
徒
と
の
関
わ
り
の
事

例
が
多
々
あ
る
が
、
場
当
た

り
的
な
対
応
を
す
る
だ
け
で
、

根
本
的
な
解
決
に
繋
が
ら
な

い
。
そ
も
そ
も
発
生
し
な
い

仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
で
は
。

公
共
施
設
の
利
用
料
に

学
割
り
な
ど
の
設
定
を

教
育
現
場
で
の
不
適
切
な

指
導
へ
の
対
応
は

答　

ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
、

臨
床
心
理
士
、
ス
ク
ー
ル
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
ス
ク

ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
を

交
え
た
学
校
支
援
チ
ー
ム
の

設
置
を
検
討
す
る
。

問　

新
設
予
定
の
学
校
支
援

チ
ー
ム
が
学
校
運
営
の
閉
鎖

的
な
部
分
が
少
し
オ
ー
プ
ン

に
な
る
よ
う
期
待
す
る
。

答　

町
独
自
の
チ
ー
ム
と
し

て
、
不
登
校
、
い
じ
め
な
ど

の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に

子
ど
も
た
ち
に
寄
り
添
い
た

い
。

２町１村未来協議会設置

合併についても検討する

▲�より実態に近くなるような訓練を。
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一
般
質
問
（
個
人
）

問 ２町１村未来協議会設置

答 合併についても検討する

葊
谷 

武 

議
員

問　

未
来
協
議
会
の
趣
旨
は
。

答　

今
後
の
人
口
や
財
政
状

況
の
見
通
し
な
ど
の
分
析
を

行
う
と
と
も
に
、
専
門
人
材

の
確
保
、
公
共
施
設
の
最
適

配
置
、
自
主
財
源
の
確
保
、

地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
創
出
な
ど

を
洗
い
出
し
、
令
和
５
年
５

月
に
大
阪
府
総
務
部
市
町
村

局
長
、
太
子
町
長
、
河
南
町

長
、
千
早
赤
阪
村
長
を
構
成

員
と
す
る
南
河
内
地
域
２
町

１
村
未
来
協
議
会
を
設
置
。

共
同
で
財
政
改
革
や
公
民
連

携
、
さ
ら
な
る
広
域
連
携
に

取
り
組
む
た
め
に
、
選
択
肢

の
一
つ
と
し
て
合
併
に
つ
い

て
も
検
討
し
て
い
る
。

問　

金
剛
バ
ス
事
業
廃
止
の

問
題
が
急
に
出
て
き
た
。
依

存
率
が
一
番
大
き
い
河
南
町

が
主
と
な
り
、
す
す
め
て
ほ

し
い
が
。

答　

２
町
１
村
の
未
来
協
議

会
で
は
、
金
剛
バ
ス
に
つ
い

て
、
特
に
議
論
し
て
い
な
い
。

動
向
を
見
な
が
ら
協
議
す
る
。

問　

物
価
高
騰
が
続
く
中
、

国
で
は
い
ろ
い
ろ
な
支
援
を

行
っ
て
い
る
が
、
町
が
主
体

と
な
る
支
援
は
な
い
の
か
。

答　

町
で
は
６
月
の
補
正
で
、

低
所
得
者
世
帯
支
援
給
付
で

３
万
円
。
子
育
て
世
帯
生
活

支
援
特
別
給
付
金
と
し
て
児

童
手
当
受
給
者
世
帯
へ
５
万

円
。
農
業
者
に
肥
料
価
格
高

騰
緊
急
対
策
支
援
金
の
給
付

な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
地
域

通
貨
カ
ナ
ち
ゃ
ん
コ
イ
ン
を

活
用
し
て
８
月
・
９
月
は
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
20
％
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
、

生
活
者
と
事
業
者
へ
の
支
援

を
図
っ
て
い
る
。

問　

多
く
の
出
費
が
見
込
ま

れ
る
年
末
年
始
。
何
か
対
策

は
。

答　

地
域
通
貨
カ
ナ
ち
ゃ
ん

コ
イ
ン
で
９
月
は
20
％
の
キ

ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
と
そ
の
後
、
通
常
分
の

５
％
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク

を
実
施
し
た
。
年
末
年
始
に

▲�物価の高騰が続くなか、町が主体となっての�支援策はない
のか？

も
、
カ
ナ
ち
ゃ
ん
コ
イ
ン
を

活
用
し
た
支
援
策
を
考
え
て

い
る
が
、
具
体
的
な
方
法
は

今
後
、
検
討
し
て
い
く
。

問　

町
内
の
小
・
中
学
校
の

不
登
校
の
現
状
は
ど
の
く
ら

い
な
の
か
。

答　

何
ら
か
の
心
理
的
、
情

緒
的
、
身
体
的
あ
る
い
は
社

会
的
要
因
・
背
景
に
よ
り
、

登
校
し
な
い
、
あ
る
い
は
、

登
校
し
た
く
て
も
で
き
な
い

状
況
に
あ
る
た
め
、
年
間
30

日
以
上
欠
席
し
た
者
の
内
、

病
気
や
経
済
的
な
理
由
に
よ

る
者
を
除
い
た
者
で
、
小
・

中
学
校
で
不
登
校
と
な
っ
て

い
る
児
童
・
生
徒
は
、
令
和

元
年
度
６
人
、
令
和
２
年
度

13
人
、
令
和
３
年
度
17
人
、

令
和
４
年
度
19
人
で
、
国
・

府
の
動
向
と
同
様
、
増
加
傾

向
に
あ
る
。

問　

教
育
機
会
確
保
法
が
施

行
さ
れ
て
い
る
。
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
な
ど
と
連
携
し
て
社

会
復
帰
で
き
る
よ
う
に
対
策

を
講
じ
る
と
と
も
に
、
的
確

な
支
援
を
お
願
い
す
る
。

答　

最
善
を
尽
く
す
。

▲�町内小・中学校の不登校の現状は？

未
来
協
議
会
に
つ
い
て

物
価
高
騰
に
つ
い
て

不
登
校
に
つ
い
て
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一
般
質
問
（
個
人
）

身
近
に
迫
る
野
生
の
鹿・熊

�

対
策
は
大
丈
夫
？

捕
獲
・
防
護
の
両
面
で
対
策
を
進
め
る

問
答

浅岡　正広 議員

▲�熊や鹿に対する河南町での対策は？

▲�タブレットの導入後、経費面などの実績の検証は？

問　

こ
れ
ま
で
幾
度
と
な
く

野
生
の
イ
ノ
シ
シ
や
そ
の
他

の
小
動
物
に
よ
る
人
的
被
害

を
は
じ
め
、
農
作
物
な
ど
へ

の
被
害
に
つ
い
て
質
問
・
提

言
を
繰
り
返
し
行
っ
て
き
た
。

そ
こ
で
、
今
回
は
、
近
年
本

町
の
近
隣
市
町
村
で
野
生
の

鹿
の
目
撃
情
報
が
多
数
寄
せ

ら
れ
、
捕
獲
さ
れ
た
と
も
聞

き
及
ん
で
い
る
が
、
町
で
は
、

そ
れ
ら
を
ど
こ
ま
で
把
握
さ

れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

答　

近
年
、
大
阪
南
部（
南

河
内
・
泉
州
地
域
）に
お
い

て
、
隣
接
県
か
ら
侵
入
し
た

と
思
わ
れ
る
野
生
鹿
の
目
撃

情
報
が
増
加
し
て
い
る
。
ま

た
、
河
内
長
野
市
な
ど
で
、

民
家
近
く
で
捕
獲
さ
れ
て
い

る
と
の
情
報
が
届
い
て
い
る
。

問　

全
国
的
に
野
生
の
熊
に

よ
る
被
害
が
、
過
去
最
多
を

更
新
し
て
い
る
と
、
環
境
省

が
示
し
て
い
る
。
残
念
な
が

ら
、
熊
と
の
遭
遇
に
よ
り
、

け
が
人
が
出
た
り
、
中
に
は

命
を
奪
わ
れ
る
よ
う
な
人
的

被
害
も
多
発
し
て
い
る
。
そ

こ
で
、
野
生
の
熊
に
対
し
て

本
町
を
含
む
府
内
の
状
況
は

ど
う
な
の
か
。
ま
た
、
こ
れ

ま
で
の
イ
ノ
シ
シ
や
小
動
物

に
対
す
る
対
策
と
は
異
な
り
、

鹿
や
熊
に
対
す
る
本
町
の
対

応
策
を
伺
う
。

答　

府
内
で
の
野
生
熊
に
つ

い
て
恒
常
的
な
生
息
は
確
認

さ
れ
て
い
な
い
が
、
一
時
的

に
隣
接
の
府
県
か
ら
入
っ
て

き
た『
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
』の�

目
撃
情
報
が
今
年
度
、
大
阪

府
北
部
で
４
件
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。
野
生
の
鹿
や
熊
に
つ

い
て
は
、
イ
ノ
シ
シ
や
小
動

物
と
同
様
に
、
捕
獲
お
よ
び

防
護
の
両
面
か
ら
被
害
を
防

止
す
る
必
要
が
あ
り
、
具
体

的
な
対
策
は
、
専
門
家
の
ア

ド
バ
イ
ス
と
共
に
そ
の
手
法

を
研
究
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

問　

令
和
３
年
３
月
定
例
会

よ
り
本
格
的
に
タ
ブ
レ
ッ
ト

が
導
入
さ
れ
、
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
化
の
推
奨
に
努
め
て
き
た
。

導
入
当
時
は
、
私
自
身
も
使

用
方
法
に
戸
惑
い
も
あ
っ
た

が
、
以
前
の
紙
媒
体
で
の
持

ち
運
び
や
保
管
作
業
な
ど
が

解
消
さ
れ
、
今
で
は
、
よ
り

便
利
さ
を
感
じ
て
い
る
。
一

方
、
経
費
面
で
は
ど
う
か
、

初
期
投
資
に
約
５
０
０
万
円

か
け
た
今
日
ま
で
の
実
績
と

検
証
を
伺
う
。

答　

ま
ず
、
議
案
書
の
印
刷

が
不
要
と
な
っ
た
こ
と
が
大

き
な
削
減
に
繋
が
っ
て
い
る
。

ま
た
、
そ
れ
ま
で
外
注
で
印

刷
製
本
を
し
て
い
た
予
算
書
・

決
算
書
な
ど
の
部
数
も
削
減

さ
れ
、
時
間
短
縮
や
職
員
の

事
務
効
率
の
向
上
に
大
き
く

寄
与
し
て
い
る
。
そ
の
他
に
、

電
子
化
に
よ
り
タ
ブ
レ
ッ
ト

内
で
デ
ー
タ
管
理
す
る
こ
と

で
検
索
が
容
易
に
な
る
な
ど

多
く
の
場
面
で
改
善
効
果
が

あ
っ
た
と
検
証
し
て
い
る
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
に

よ
る
実
績
と
検
証
⁉
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一
般
質
問
（
個
人
）

問 今後の町内環境保全事業は

答 盛土規制法の動向を見守っていく

福
田
　
太
郎 

議
員

問　

我
が
町
内
で
の
、
土
砂

埋
め
立
て
に
際
し
て
の
さ
ら

な
る
強
化
な
条
例
規
定
を
作

る
べ
き
と
考
え
る
が
。

答　

盛
土
規
制
法
の
対
象
は
、

大
阪
府
が
令
和
６
年
４
月
の

区
域
指
定
に
向
け
て
現
在
調

査
中
で
、
区
域
指
定
後
は
、

盛
土
規
制
法
に
基
づ
き
埋
め

立
て
な
ど
の
事
業
者
に
対
し
、

許
可
権
者
で
あ
る
府
が
具
体

的
な
指
導
や
運
用
な
ど
の
手

法
に
て
検
討
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
そ
の
動
向
を
見
守
っ

て
い
き
た
い
。

問　

土
砂
埋
め
立
て
や
産
業

廃
棄
物
な
ど
で
不
当
な
処
理

行
為
を
無
く
す
た
め
、
現
行

条
例
の
罰
則
金
に
更
な
る
増

額
を
す
る
た
め
、
条
例
の
改

定
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

答　

府
や
本
町
の
罰
則
に
つ

い
て
は
、
２
年
以
下
の
懲
役

ま
た
は
禁
固
、
百
万
円
以
下

の
罰
金
、
拘
留
、
科
料
な
ど

の
刑
、
ま
た
は
５
万
円
以
下

の
過
料
の
規
定
を
設
け
る
こ

と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
を
超
え
る
罰
則
を
規
定

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

問　

府
道
柏
原
駒
ヶ
谷
千
早

赤
阪
線（
芸
大
前
）に
お
い
て

の
歩
道
設
置
整
備
事
業
の
進

捗
状
況
は
。

答　

府
に
対
し
て
歩
行
者
の

危
険
性
を
訴
え
る
な
ど
、
優

先
順
位
を
上
げ
て
対
応
す
る
。

問　

関
電
入
口
の
交
差
点
に

は
、
信
号
機
が
設
置
さ
れ
て

い
な
い
が
、
中
学
校
の
生
徒

な
ど
が
、
横
断
歩
道
を
渡
る

際
、
安
全
・
安
心
に
渡
る
こ

と
が
で
き
る
交
通
安
全
設
備

を
設
置
す
る
計
画
と
設
置
に

向
け
て
の
考
え
は
。

答　

交
通
安
全
対
策
製
品
の

設
置
に
つ
い
て
は
、
必
要
に

応
じ
て
府
道
の
道
路
管
理
者

な
ど
の
関
係
機
関
に
要
望
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

問　

町
の
子
ど
も
園
や
小
・

中
学
校
に
お
い
て
は
、
地
域

に
あ
っ
た
防
災
教
育
お
よ
び

危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
対

策
を
し
て
い
る
の
か
。

答　

各
園
や
小
・
中
学
校
で

は
、
町
の
防
災
計
画
を
基
準

と
し
、
各
園
や
小
・
中
学
校

の
事
情
に
応
じ
た
事
項
を
定

め
た
防
災
計
画
を
策
定
し
、

家
庭
・
地
域
・
関
係
機
関
と

連
携
し
た
、
園
児
・
児
童
・

生
徒
の
安
全
を
確
保
す
る
体

制
を
整
備
し
て
い
る
。

問　

多
様
性
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
理
解

推
進
条
例
・
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
解
消
条
例
の
人
権
関
係
３

条
例
を
考
慮
し
、
町
行
政
も

府
と
同
様
の
町
版
同
性
婚
支

援
策
の
条
例
を
作
る
考
え
は

あ
る
の
か
。

答　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
理
解
を
深
め
る
よ
う

に
研
修
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　

町
の
地
形
は
山
間
地
域

に
属
し
て
お
り
、
町
の
河
南

分
署
に
お
い
て
、
山
岳
部
隊

へ
の
設
置
に
向
け
て
早
急
な

取
り
組
み
を
。

答　

風
水
害
や
土
砂
災
害
に

迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

消
防
隊
と
消
防
団
が
協
力
し

て
対
応
す
る
と
計
画
さ
れ
て

お
り
、
山
岳
隊
の
形
で
は
配

備
さ
れ
な
い
が
、
全
体
と
し

て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

▲�土砂の埋め立てなどの不法処理行為を無くす�ため条
例の改定に取り組むべきでは？

▲�町も府と同様に、同性婚の支援する条例を�作らない
のか？

今
後
の
広
域
化

�

消
防
に
つ
い
て

町
の
防
災
教
育
に
つ
い
て

町
の
同
性
婚
に
つ
い
て

歩
道
整
備
事
業
に
つ
い
て
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一
般
質
問
（
個
人
）

部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て

地
域
移
行
に
つ
い
て
慎
重
に
進
め
る

問
答

中川　博 議員

▲�奨学金を、自治体が「肩代わり」する支援�制度を、町は実施
する考えはあるのか。

問　

部
活
動
の
地
域
移
行
に

つ
い
て
、
政
府
は
今
年
度
か

ら
２
０
２
５
年
度
ま
で
の
３

年
間
を
改
革
推
進
期
間
と
定

め
、
休
日
の
部
活
動
か
ら
移

行
を
進
め
る
。
現
状
は
。

答　

各
協
議
会
や
教
育
部
長

会
議
な
ど
で
情
報
交
換
会
を

行
い
部
活
動
の
地
域
移
行
に

つ
い
て
慎
重
に
進
め
て
い
る
。

問　

総
合
グ
ラ
ン
ド
に
照
明

器
具
の
設
置
の
考
え
は
。

答　

夜
間
照
明
設
備
の
増
設

は
、
補
助
金
の
内
容
も
考
慮

し
、
利
用
者
な
ど
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
研
究
す
る
。

問　

「
任
意
接
種
の
段
階
で

助
成
す
れ
ば
、
副
反
応
な
ど

の
課
題
が
あ
る
中
で
安
全
で

あ
る
と
認
め
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
フ
ェ
ー
ズ
４
の
段
階
で

は
副
反
応
の
詳
細
な
症
例
を

収
集
中
の
た
め
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
実
施
で
き
な
い
」
な
ど

の
答
弁
を
さ
れ
、
私
は
、
そ

う
で
は
な
い
で
し
ょ
う
！

「
薬
事
承
認
さ
れ
た
時
点
で

安
全
性
は
、
確
保
さ
れ
て
い

る
。
フ
ェ
ー
ズ
４
は
薬
事
承

認
後
の
全
て
の
ワ
ク
チ
ン
や

新
薬
に
対
し
て
行
わ
れ
る
も

の
で
決
し
て
安
全
性
に
問
題

が
あ
る
か
ら
で
は
な
い
」
と

議
論
が
か
み
合
わ
な
い
の
で
、

担
当
の
厚
生
労
働
省
健
康
局

予
防
接
種
担
当
参
事
官
室
に

問
い
合
わ
せ
し
、
安
全
性
や

副
反
応
に
つ
い
て
私
の
主
張

通
り
で
あ
る
と
回
答
を
得
ま

し
た
。
ま
た
任
意
接
種
の
段

階
で
町
と
し
て
助
成
す
る
こ

と
も
問
題
な
い
と
の
回
答
も

得
た
。
そ
の
こ
と
を
厚
生
労

働
省
か
ら
町
に
言
え
ば
強
制

的
に
な
る
の
で
、
町
か
ら
問

い
合
わ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば

適
切
に
回
答
さ
せ
て
い
た
だ

く
と
の
こ
と
。
直
ぐ
に
確
認

を
。

答　

任
意
接
種
の
助
成
は
、

国
や
近
隣
市
町
村
の
動
向
を

注
視
し
、
医
師
会
の
意
見
を

伺
い
協
議
を
重
ね
導
入
に
つ

い
て
は
検
討
。
定
期
接
種
化

も
国
・
府
に
要
望
す
る
。

問　

国
民
に
一
律
年
間
１
千

円
課
税
さ
れ
、
府
も
別
途
森

林
税
を
設
け
て
い
る
。
二
重

取
り
に
な
ら
な
い
の
か
。

答　

府
独
自
の
森
林
環
境
税

は
、
流
域
治
水
対
策
な
ど
に

取
り
組
む
た
め
で
使
途
が
異

な
り
二
重
負
担
で
は
な
い
。

問　

返
還
を「
肩
代
わ
り
」す

る
支
援
制
度
が
、
２
０
１
５

年
か
ら
実
施
さ
れ「
一
定
期

間
定
住
し
、
就
職
す
る
」
な

ど
の
条
件
を
満
た
せ
ば
、
対

象
者
の
奨
学
金
の
返
済
を
、

自
治
体
が
支
援
す
る
制
度
。

２
０
２
２
年
６
月
現
在
で
全

国
６
１
５
市
町
村
が
導
入
。

町
で
の
実
施
の
考
え
は
。

答　

財
政
措
置
が
特
別
交
付

税
の
２
分
の
１
の
措
置
で
あ

り
、
研
究
し
て
い
き
た
い
。

問　

町
の
終
活
支
援
の
取
り

組
み
を
伺
う
。

答　

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

を
作
成
、
死
後
委
任
契
約
な

ど
の
制
度
の
周
知
に
努
め
る
。

総
合
運
動
場
の
照
明

�

器
具
設
置
に
つ
い
て

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の�

助
成
に
つ
い
て

森
林
環
境
税
と
森
林

�

環
境
譲
与
税
に
つ
い
て

地
方
自
治
体
の
奨
学
金

�

返
済
支
援
制
度
に
つ
い
て

終
活
支
援
に
つ
い
て

▶�

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
照
明
器
具
の
増
設
は
、�

で
き
な
い
か
？

◀�

金
剛
バ
ス
廃
止
に
伴
う
、
新
た
な
交
通
手
段
が�

必
要
。「
や
ま

な
み
タ
ク
シ
ー
」の
見
直
し
は
？

地
域
の
高
齢
化
と

自
治
会
活
動
に
つ
い
て
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一
般
質
問
（
個
人
）

問　

高
齢
化
問
題
と
し
て
、

住
民
か
ら
提
出
さ
れ
た
粗
大

ご
み
の
収
集
に
関
す
る
要
望

に
対
す
る
回
答
は
。

答　

粗
大
ご
み
の
個
別
収
集

は
、
交
通
安
全
の
観
点
、
ま

た
、
収
集
の
時
間
や
収
集
費

用
の
大
幅
な
増
が
懸
念
さ
れ

る
。
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ

る
人
に
ど
の
よ
う
な
支
援
が

行
え
る
の
か
、
南
河
内
環
境

事
業
組
合
管
内
市
町
村
の
会

議
に
お
い
て
検
討
す
る
。

問　

他
の
自
治
体
の
中
に
は
、

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
世

帯
に
対
し
て
、
個
別
に
ゴ
ミ

出
し
を
支
援
す
る「
ふ
れ
あ

い
収
集
」
と
い
う
取
り
組
み

が
あ
る
。
町
で
の
実
施
は
、

で
き
な
い
の
か
。

答　

ご
み
出
し
が
難
し
く
な

っ
た
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ

る
人
の「
ご
み
出
し
支
援
」に

つ
い
て
は
、
先
進
事
例
を
参

考
に
調
査
・
研
究
す
る
。

問　

高
齢
者
の
利
用
が
多
い

カ
ナ
ち
ゃ
ん
バ
ス
の
バ
ス
停

へ
の
河
内
木
材
を
利
用
し
た

ベ
ン
チ
の
設
置
は
可
能
か
。

答　

バ
ス
停
の
ベ
ン
チ
設
置

に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点

も
あ
る
。
森
林
環
境
譲
与
税

を
活
用
し
て
、
河
内
木
材
で

の
ベ
ン
チ
な
ど
の
整
備
は
積

極
的
に
進
め
た
い
が
、
設
置

場
所
の
課
題
、
耐
用
年
数
な

ど
に
つ
い
て
、
研
究
し
て
い

く
。

問　

カ
ナ
ち
ゃ
ん
バ
ス
の

「
年
末
年
始
運
行
」の
計
画
は
。

答　

今
年
度
は
12
月
29
日
か

ら
31
日
ま
で
の
年
末
の
み
、

午
前
２
便
、
午
後
２
便
の
合

計
１
日
４
便
で
試
行
的
に
運

行
を
予
定
し
て
い
る
。

問　

金
剛
バ
ス
の
廃
止
に
伴

い
、
今
後
、
高
齢
者
の
多
様

な
要
望
に
応
じ
た
新
た
な
移

動
手
段
が
必
要
と
な
る
た
め
、

利
用
者
の
少
な
い「
や
ま
な

み
タ
ク
シ
ー
」
を
見
直
し
す

べ
き
で
は
。

答　

金
剛
バ
ス
全
線
廃
止
の

発
表
を
受
け
、
４
市
町
村
と

連
携
し
路
線
維
持
に
鋭
意
取

り
組
ん
で
い
る
。
カ
ナ
ち
ゃ

ん
バ
ス
お
よ
び
、
や
ま
な
み

タ
ク
シ
ー
の
運
行
に
つ
い
て

も
、
今
後
必
要
に
応
じ
見
直

し
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

問　

６
月
２
日
の
大
雨
の
際

に
、
判
明
し
た
町
の
防
災
上

の
課
題
と
改
善
策
は
。

答　

当
日
は
、
23
件（
48
件

中
）の
住
民
か
ら
の
被
害
報

告
、
復
旧
要
請
が
あ
り
、
道

路
の
通
行
止
め
や
土
砂
撤
去

な
ど
、
緊
急
対
応
し
た
。
警

戒
体
制
の
役
割
分
担
の
明
確

化
、
被
害
状
況
対
応
窓
口
の

設
置
、
現
場
調
査
の
体
制
、

府
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
の
不

備
に
よ
る
、
避
難
情
報
の
住

民
へ
の
発
信
遅
れ
な
ど
が
課

題
で
あ
る
。

問　

町
の
各
自
主
防
災
組
織

と
連
動
し
て
、
避
難
所
開
設

を
行
う
べ
く
、
最
小
限
度
の

備
蓄
品
や
準
備
品
を
、
早
急

に
、
主
要
５
か
所
の
避
難
所

に
設
置
で
き
な
い
か
。

答　

災
害
の
状
況
に
よ
っ
て

判
断
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

各
地
区
の
自
主
防
災
組
織
の

人
た
ち
と
連
携
し
て
避
難
所

開
設
に
努
め
、
避
難
所
開
設

に
か
か
る
物
品
に
つ
い
て
は
、

配
置
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

◀�

金
剛
バ
ス
廃
止
に
伴
う
、
新
た
な
交
通
手
段
が�

必
要
。「
や
ま

な
み
タ
ク
シ
ー
」の
見
直
し
は
？

▲�高齢者や障がいのある世帯に対する、ごみ出しの支援は？

地
域
の
高
齢
化
と

自
治
会
活
動
に
つ
い
て

地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て

防
災
対
策
に
つ
い
て

問 バス廃止に伴う新たな移動手段は

答 町の既存のバスやタクシーを
� 見直す事もある

髙
田 

伸
也 

議
員
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一
般
質
問
（
個
人
）

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
向
け
た
取
り
組
み
は

脱
炭
素
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
策
定
中

問
答

松本 四郎 議員

▲�電気自動車の普及促進策として、道の駅�かなんに充電
設備の設置を。

▲�中学生全員に自転車運転時のヘルメッ�ト購入の
半額補助はできないか。

問　

過
去
５
年
間
の
取
り
組

み
実
績
は
。

答　

要
支
援
者
に
対
す
る
移

動
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
開
始

（
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
Ｄ
）ほ
か
、

認
知
症
カ
フ
ェ
の
支
援
な
ど

認
知
症
の
問
題
へ
の
対
応
を

進
め
て
き
た
。

問　

令
和
５
年
度
か
ら
今
後

５
年
間
の
取
り
組
み
内
容
は
。

答　

包
括
的
な
支
援
体
制
の

構
築
や
支
援
が
必
要
な
人
を

支
え
る
地
域
づ
く
り
、防
災
・

防
犯
体
制
の
充
実
、
地
域
活

動
の
担
い
手
づ
く
り
、
地
域

住
民
な
ど
が
集
い
・
交
流
し

や
す
い
ま
ち
づ
く
り
な
ど
を

施
策
の
方
向
性
と
し
て
い
る
。

�

問　

学
校
部
活
動
、
新
た
な

地
域
ク
ラ
ブ
活
動
の
在
り
方

な
ど
に
関
す
る
総
合
的
な
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
へ
の
対
応
は
。

答　

部
活
動
で
は「
河
南
町

立
中
学
校
に
係
る
部
活
動
の

方
針
」を
策
定
し
、
適
切
な

指
導
と
活
動
時
間
の
設
定
な

ど
の
体
制
整
備
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
部
活
動
の
地
域
移

行
は
、
活
動
を
担
う
団
体
な

ど
と
の
連
携
、
活
動
場
所
の

確
保
ほ
か
様
々
な
課
題
が
あ

る
た
め
、
学
校
現
場
の
意
見

や
近
隣
市
町
村
な
ど
の
動
向

も
注
視
し
慎
重
に
検
討
す
る
。

問　

自
転
車
は
道
路
交
通
法

上「
軽
車
両
」と
し
て
交
通
ル

ー
ル
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

学
校
で
の
指
導
・
教
育
は
。

答　

中
学
校
で
は
、
年
１
回

富
田
林
警
察
か
ら
講
師
を
招

き
、
自
転
車
の
ル
ー
ル
な
ど

交
通
安
全
教
室
開
催
の
ほ
か
、

学
年
集
会
な
ど
で
周
知
し
て

い
る
。
警
察
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
ス

ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
の

通
学
路
巡
回
活
動
も
実
施
し
、

安
全
を
守
る
体
制
づ
く
り
に

努
め
て
い
る
。

問　

今
年
４
月
か
ら
自
転
車

の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が
努
力

義
務
化
さ
れ
た
。
中
学
校
の

自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
代

金
の
半
額
補
助（
１
５
０
０

円
）
の
対
象
者
を
、
自
転
車

通
学
者
に
限
定
せ
ず
、
中
学

生
全
員
に
し
て
は
。

答　

生
徒
の
ニ
ー
ズ
や
、
自

転
車
通
学
者
と
同
一
ヘ
ル
メ

ッ
ト
に
す
る
か
な
ど
、
そ
れ

ら
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
と

研
究
し
て
い
き
た
い
。

問　

今
後
、
重
点
的
に
取
り

組
む
べ
き
施
策
は
。

答　

２
０
５
０
年
の
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
を

目
指
し
、「
脱
炭
素
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
」の
策
定
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
生
活
ス
タ
イ
ル

や
移
動
手
段
の
転
換
な
ど
、

住
民
や
事
業
所
と
共
に
実
施

で
き
る
効
果
的
な
取
り
組
み

を
検
討
し
て
い
く
。

問　

Ｃ
Ｏ
２

削
減
効
果
が
大

き
い
電
気
自
動
車（
Ｅ
Ｖ
）の

普
及
促
進
策
と
し
て
、
道
の

駅
か
な
ん
再
整
備
用
地
に
、

充
電
施
設
を
設
置
す
る
考
え

は
。

答　
「
道
の
駅
か
な
ん
再
整
備

基
本
構
想
」で
は
、
電
気
自

動
車
普
及
対
応
の
為
、
急
速

充
電
設
備
設
置
案
が
あ
る
が
、

現
在
拡
張
エ
リ
ア
の
内
容
が

未
確
定
の
為
、
内
容
が
決
ま

っ
た
段
階
で
設
置
な
ど
を
検

討
す
る
。

河
南
町
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

に
つ
い
て

河
南
町
地
域
福
祉

�

計
画
に
つ
い
て

学
校
で
の
働
き
方
改
革

と
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
の

在
り
方
に
つ
い
て

自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル

の
教
育
・
指
導
と
ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
に
つ
い
て
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一
般
質
問
（
個
人
）

問 ライドシェアを実施できないのか

答 町に適した方法を調査・研究する

河
合 

英
紀 

議
員

問　

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
と
は
、

ど
の
よ
う
な
制
度
な
の
か
。

答　

自
動
車
の
相
乗
り
を
す

る
こ
と
を
指
し
、
ラ
イ
ド
シ

ェ
ア
リ
ン
グ
と
も
呼
ば
れ
て

い
る
。
車
の
空
い
て
い
る
座

席
を
活
用
し
、
他
者
と
ガ
ソ

リ
ン
代
な
ど
を
負
担
し
合
う

こ
と
で
、
交
通
費
が
節
約
で

き
る
た
め
、
欧
米
で
は
安
価

な
交
通
手
段
と
し
て
、
広
く

浸
透
し
て
い
る
。
こ
の
制
度

は
事
故
が
起
こ
っ
た
と
き
の

責
任
所
在
や
補
償
、
安
全
面

な
ど
の
課
題
が
あ
る
。

問　

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
を
実
施

で
き
な
い
の
か
。

答　

町
に
適
し
た
運
行
方
法

が
あ
る
の
か
を
調
査
・
研
究

し
て
い
く
。

問　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
・
障
が
い
の
基
幹
相
談
、

委
託
相
談
・
社
会
福
祉
協
議

会
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
し
て
い
る
の
か
。

答　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
は
、
高
齢
者
の
相
互
総
合

相
談
窓
口
で
相
談
対
応
や
必

要
に
応
じ
て
関
係
機
関
に
つ

な
ぐ
。
要
支
援
や
事
業
対
象

者
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
な

ど
も
行
っ
て
い
る
。
基
幹
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
障
が

い
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
と
も
い
え
る
機
関
。
委
託

相
談
は
障
が
い
の
福
祉
サ
ー

ビ
ス
利
用
の
援
助
や
個
別
の

自
立
生
活
の
支
援
を
行
っ
て

い
る
。
社
会
福
祉
協
議
会
は
、

福
祉
全
般
の
個
別
支
援
や
専

門
機
関
へ
の
つ
な
ぎ
を
行
っ

て
い
る
。

問　

何
人
の
ス
タ
ッ
フ
で
運

営
し
て
い
る
の
か
。

答　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
は
、
高
齢
福
祉
係
の
兼
務

で
専
門
職
５
人
、
事
務
補
助

員
１
人
の
合
計
６
人
。
基
幹

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
施

設
長
含
め
て
３
人
。
社
会
福

祉
協
議
会
は
、
局
長
１
人
、

正
職
員
４
人
、
嘱
託
の
専
門

職
２
人
、
事
務
補
助
員
２
人

の
合
計
９
人
。

問　

そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
量
と

マ
ン
パ
ワ
ー
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

答　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
は
、
新
規
事
業
に
よ
り
仕

事
量
は
増
加
し
て
い
る
。
基

幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

現
在
圧
迫
し
た
状
況
と
の
報

告
は
受
け
て
い
な
い
。
社
会

福
祉
協
議
会
は
、
高
齢
化
が

進
ん
で
い
く
こ
と
に
よ
り
、

今
後
、
拡
充
さ
れ
る
取
り
組

み
や
事
業
な
ど
も
踏
ま
え
、

体
制
の
検
討
は
必
要
。

問　

そ
れ
ぞ
れ
の
質
の
担
保
、

向
上
さ
せ
る
た
め
に
予
算
や

人
材
を
増
や
せ
な
い
の
か
。

答　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
は
、
人
員
の
強
化
や
業
務

の
一
部
委
託
に
よ
る
取
り
組

み
な
ど
を
検
討
す
る
。
障
が

い
の
相
談
支
援
業
務
は
、
物

価
の
高
騰
に
よ
り
事
務
的
経

費
も
事
業
者
努
力
で
補
填
で

き
な
い
状
況
で
あ
る
。
適
切

な
対
応
を
検
討
す
る
。
社
会

福
祉
協
議
会
は
、
今
後
の
社

会
福
祉
協
議
会
の
取
り
組
み

や
役
割
り
の
拡
大
に
見
合
っ

た
体
制
の
確
保
に
つ
い
て
検

討
す
る
。

▲�障がいの相談支援拠点、基幹相談支援センター。

▲�ライドシェアとは、どのような制度なの？

介
護
・
障
が
い
・

�

福
祉
に
つ
い
て

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
に
つ
い
て



河南町議会では、一般質問の動画をホームページで配信しています
河南町ホームページ　http://www.town.kanan.osaka.jp/（町議会）
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２
０
２
４
問
題
で
ト
ラ
ッ
ク
や
バ
ス
、

荷
物
の
配
達
な
ど
の
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
農
業
も
以
前

か
ら
後
継
者
不
足
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
普
及
を
目
的

に
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
た
農
薬
散
布
の
見

学
を
し
ま
し
た
。
ド
ロ
ー
ン
を
使
う
と

短
時
間
で
広
範
囲
を
散
布
で
き
る
の
で
、

今
後
の
農
業
に
は
有
効
だ
と
思
い
ま
し

た
。
他
に
も
、
無
人
で
草
を
刈
れ
る
機

械
や
大
規
模
な
畑
を
耕
せ
る
耕
作
機
な

ど
も
あ
る
そ
う
で
す
。「
ス
マ
ー
ト
農

業
」の
発
展
に
は
著
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
ね
。

　

12
月
20
日
で
路
線
バ
ス
が
廃
止
さ
れ

ま
す
が
、
４
市
町
村
の
協
議
会
で
、
今

後
は
近
鉄
や
南
海
の
バ
ス
事
業
者
と
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
で
運
行
す

る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。
住
民
皆
さ

ん
の
た
め
の
バ
ス
の
運
行
を
、
で
き
る

か
ぎ
り
維
持
で
き
る
よ
う
議
会
も
協
力

し
て
い
き
ま
す
。

定例会議の日程定例会議の日程
　令和５年12月定例会議を、
次の日程（予定）で開催します。
12月５日　開会
12月６・７日　常任委員会
12月18・19日　一般質問
12月20日　閉会
※日程は、変更になる場合が
ありますので、問い合わせは
議会事務局へ。

　10月30日、令和５年度市町村ト
ップセミナー（シティプラザ大
阪）に佐々木副議長が参加しまし
た。
　この日は「地域資源を活用した
地方創生の実現をめざして」をテ
ーマに、第１部では、日本旅行

「おもしろ旅企画ヒラタ屋」代表の
平田進也さんや、一般社団法人日
本インバウンド連合会理事長の中
村好明さんの基調講演。第２部で
は、講演者の人たちなどによる対
談が行われ、新しい地方創生の内
容について、笑いも交えた楽しい
セミナーでした。

ドローンを使った薬剤散布を見学ドローンを使った薬剤散布を見学令和５年度令和５年度
市町村トップセミナー市町村トップセミナー

令和５年度令和５年度
町村議長会正副議長研修会町村議長会正副議長研修会

　

10
月
４
日
、
リ
ベ
ラ
ル
の
会
は
、
バ

イ
オ
ご
み
処
理
施
設（
香
川
県
三
豊

市
）の
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
バ
イ
オ
ご
み
処
理
施
設
は
、
ト
ン
ネ
ル
コ
ン
ポ
ス

ト
方
式
を
採
用
し
た「
燃
や
さ
な
い
」ご
み
処
理
施
設
で
、

設
備
費
や
維
持
管
理
費
が
安
く
、
に
お
い
が
出
に
く
い
の

が
特
徴
。
生
ご
み
な
ど
の
燃
え
る
ご
み
を
回
収
後
、
施
設

内
で
ご
み
を
粉
砕
し
な
が
ら
微
生
物
を
加
え
大
き
な
コ
ン

ポ
ス
ト
に
入
れ
て
17
日
間
発
酵
・
乾
燥
。
そ
れ
を
選
別

し
、
紙
や
ア
ル
ミ
な
ど
の
異
物
を
取
り
除
き
、
圧
縮
さ
れ

固
め
ら
れ
た
も
の
が
固
形
燃
料
と
な
り
、
石
炭
な
ど
の
代

わ
り
と
し
て
再
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

燃
や
せ
る
ご
み

を
再
資
源
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
変
え

る
、
新
し
い
循
環

型
の
環
境
対
策
を

学
び
ま
し
た
。

　９月８日、白木地区の農地で、ドローンの薬剤散布が行われ、町
議会議員（髙田議員、大門議員、佐々木議員、中川議員）などが見学
しました。
　ドローンの薬剤散布は、ＪＡ大阪南が事業として今年度から開始
したもので、スマート農業の普及の一環として事業化され、実施さ
れました。
　ドローンは中型サイズで、縦横1.5ｍ、高さ１ｍ、散布薬剤８㎏
を積んだ総重量は約44㎏。農地の地権者９人が耕作する白木地内の
農地、約2.3haにカメムシやトビイロウンカなどの害虫防除として
散布されました。
　薬剤散布を実際に見た議員からは「楽に広範囲を散布できる」など
の声があり、新しい農業に感心しているようでした。

　11月２日、令和５年度正副議長等 
研修会（シティプラザ大阪）が行われ、
佐々木副議長が参加しました。
　この日は「地域を活かしたまちづく
りを行うために」をテーマに講師の東
北大学大学院法学研究科公共法政策専
攻教授の御手洗潤さんから「自治体の
みでなく、さまざまな形でかかわる人
たちとの連携で取り組む、エリアマネ
ジメントの効果と事例」について話さ
れ、町の今後のまちづくりに活かせる
内容を学びました。

リ
ベ
ラ
ル
の
会

リ
ベ
ラ
ル
の
会

会
派
研
修

会
派
研
修


